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宮崎県の中小企業×JICAによる 

バングラデシュでの IT技術者育成支援事業に挑戦 

 

 

 

 
１． 背景 

JICAでは、2012年より日本の中小企業を対象とした「中小企業海外展開支援事業」を行っております。

2014年 5月に、2014年度第 1回の「案件化調査」の公示を行い、全国１７６件の応募（うち九州１１件

の応募）のなかから、26件が仮採択され、そのうち九州地域からは、教育情報サービスの提案事業が仮採

択されました。今後の契約交渉を経て契約に至ったものから、順次調査を実施します。 

 

２． 目的と意義 

バングラデシュでは、経済成長のための国策である「デジタル・バングラデシュ」の合言葉のもと、優れ

た IT技術者の育成が急務とされています。大学で IT技術を学ぶ学生も多く、IT企業も多く存在してい

ますが、その技術レベルを測る客観的な国家資格が存在しないのが現状です。JICAは 2012年から、日本

で実施されている国家試験である情報処理技術者試験（ITEE）のバングラデシュでの導入を進め、世界

で通用するバングラデシュの IT人材育成を支援してきましたが、資格取得のために必要な教材不足が課

題となっています。 

 

３． 教育情報サービスによる具体的な取組 

教育情報サービスは、自社で開発した動画コンテンツ制作ソフト「ThinkBoard」を活用し、バングラデ

シュ用の ITEE対策教材、教材のカスタマイズを実施する他、学習者の進捗状況を管理できる学習管理シ

ステムを活用して、教材不足の解消だけでなく、より効果的な学習による ITEE試験への合格率上昇、ひ

いてはバングラデシュの IT技術者育成を目指しています。 

今回の調査では、現地の大学でのデモンストレーションを通じ、提案製品の現地での活用可能性、および

将来的なビジネス展開の可能性を検討します。 

 

今回の事業は、宮崎県の中小企業・NPO法人・地方銀行が力を集結し「オール宮崎」としての取組とな

っております。JICA九州では、今後も九州発の事業として、九州地域の企業、金融機関、関係者の皆様

のご協力のもと、事業を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 www.jica.go.jp/kyushu     独立行政法人国際協力機構 

お問合せ/ （独）国際協力機構（JICA） 九州国際センター 市民参加協力課  

    Tel: 093-671-8204  FAX： 093-671-0979  

〒805-8505 福岡県北九州市八幡東区平野 2-2-4 

株式会社教育情報サービス（代表取締役社長：荻野次信、本社：宮崎県宮崎

市、以下「教育情報サービス」）は、（独）国際協力機構（JICA）の協力のもと、

バングラデシュでの IT技術者育成のための eラーニングシステムを活用した

学習環境の改善に挑戦します。 


